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抄録：救命率の向上の一方で「speech」と「摂食嚥下機能」の障害

によって社会参加が妨げられている人は増加している．現在，摂食
嚥下障害への取り組みは，成人-脳卒中モデル，小児-発達障害モ

デルで考える傾向があるが，増加の一途である遷延性意識障害例

や認知症例，とくに施設利用者や在宅療養者には，新たな概念が

必要と思われる．

歯科医学は，意識清明な健常者の歯科疾患をチェア上で治療す

ることを目標にしてきたが，一方では，口腔機能の専門職にもかか

わらず，要介護・高齢者の嚥下障害には十分には対応していなかっ

た．臨床口腔生理学の視点にシフトすることで，医科も扱えない多

様で複雑な嚥下障害に歯科から対応する概念を事例の紹介を通じ
て考えたい．


